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.　事情　聴　取　詞　書

板橋区立ホタル生態環境舘について

資源環境奇環境管理係　山下締子(技能Ⅱ･再雇用)

能舞部人事課長　　　木曽博

総務部人事課人事係長　宮川修一

絵務部人事課人事係主査豊田岳彦

乙第′3号証

4聴取日時　平成26年3h5日(水) 13時30分～15時21分

5聴取場所　人事課面談室

6聴取内容要旨

【聴取内容】

●誓蕪の事情聴取た協力する｡
'●ホタル施設に勤務したのが平成21年4月からである｡　　　　　　　　　　､

●聴場では和気あいあいとした雰囲気で.楽しく勤務出来た｡

●仕事内容は､清掃､整理､水槽を洗う､せせらぎの整備(網のゴミの掃除･通路を拭く等)､ご

み出し等である｡

●ボランティアと接触する事はあまりなかった｡

●Hレ掃除について指摘されたことがあったので･注意して掃除した｡

●事務系の仕事は､コピーの枚数痩臥マニフェストの集計･交換風出勤簿確認等があらた｡

出張の管理はしていなかった｡むし企画や7R.ランデイアの出勤簿管理はしてい卑かった｡

●むし企画や事務をしていたウエハラさんという女性が2, 3年前に違聴した｡その人がしていた

事務をわかる東舞でやっていた｡ウエハラさんはマニフェスト･むし企画と役所との臭釣などの仕

事を行っていた｡彼女と一矧こいたのは1 ､ 2年なので詳しいことは知らない｡

●せせらぎの石やろ過材0?出し入れは､阿部主事が指示をして､菅野さん等が凱ヽていた｡足

りなくなった場合どのようにしていたかは知らない･｡

●日用品(お茶､コート､洗剤等)の買い出しは私が行っていた｡お金はみんなでお茶代を集

めていた｡この業務はウエハラさんから引き継いだ｡

●ホタル鹿設で使うものについては､飯田主事にお廉いして異っていた｡阿部主事からお金を渡

されてものを異ってくるということはなかった｡

○むし企画の人数は5, 6人いると患うが､詳しい事は全然わからない｡彦坂さん､菅野さん･遠

田さん､ドイさん､高久きん(社長)で5名かと患うこ常時3人はいると患う｡

◎むし企画の給与は､月末支給だと患う.社長が別室に呼んでいた｡直接見ている訳でないか

らわからない｡

⑳クロマルハナバチは､着任した時からいた｡

◎能登町からは研修生2人､女性が来ていた｡ I.

⑳クロマルハナバチが･増えた減ったと感じたことはない｡最近は減ったと患う｡私は注意力が散

漫のため､よくわからない｡

⑳蜂の世旨はボランティアがやっていた｡望月さんという男性(昭和1 3年前後の生蒙れ)が最近

1



参加していた｡ 1年ぐらいやっていたと患う｡最後の掃除にも参加していた｡

●施設にゆうパックが頻繁に来ていたということは認識していない｡

●イノリー企画は駒野さんが社長であることは知っている｡夜間公開時･にTシャツを売っていた｡

売った収益金は寄付したと聞いている｡その前後で駒野さんがイノリー企画の人だと知った｡蕉

災前だった気がする｡どこに鮒したかはわからない｡ Tシャツは2種類如て･地球の絵にホタ

ルが飛んでいるものと､丸が何個かあるもの｡許可はちゃんと取っていた｡

●イノリー企画を通じて蜂を能登町に売っていたのは知らない｡蜂のことは全然わからない｡

● (環境課から叫下さんが伝票を扱っていたと恥､ているが､その伝票は何か)

阿部主事から言われたら書いていた｡例えば･書類とかパンフレットとかだと患うが､覚えてい

ない｡誰宛てに送ったかは全然覚えていない｡

●碍詮の開閉を誰がやっていたかはわからない｡みんなが残っていたときには帰乳ていた｡朝

は私が開けるときもあれぽこ遠田さんや菅野さんが開ける時もあった｡

●(昨年9月､資源環境部長と配した際､山下さんが印的{稚くLTっていない｡籍がよく壊れ

る』と発言されたというが･これはどのような意味か)

私は知らない｡発言を覚えていない｡その時点で能登町とはお付き合いはないと患う｡蜂の中

に能登町からの預か｡分があるという話だと患うが･送っていたかはわからない｡

●(山下さんが『ホタルを送っている』と発言されたと患うが) ･

そんなことは言っていない｡

●鎌倉の八幡宮では､育てたホタルをみんなに配っている｡八幡宮が育てて･､成虫になったもの

をホタル施酢持ってくる｡そのホタルを′下ツクに詰めて送る｡なぜ･そのようなことをしているかは

ゎからない｡八幡宮での仕事は私も関わっている｡

●八幡宮で関わった仕事の内容は･カップに苔を入れて､批雌のホタルを入れた後･ふたを

する｡ふたには穴があいている｡

●八幡宮から成虫のホタルが年に1度送られてくる｡送られてくる状態臥ビニール袋に成虫が

入ってくる｡ビニールには雄雌が浪じって入ってくる｡数は1 000匹程度｡ビニールは2･ 3個に分

けて送られてくる｡それを仕分けて送り返す｡

●仕分けをするのは学習室で密閉して行う｡着任する前から八樺宮とお付き合いがあった｡

●仕分けをする業務について･八幡宮以外はない｡

●資源環境部長､環境課長と面談をしたくない理由は､以前面臥た際に･いじめを受けた印

象があったため｡悪い事をしている前提で青竜Lてくる｡

●石とろ材の管理について･私は出納簿はつけていなかった｡阿部主事か綾部さんがやってい

たかも知れない｡

●ホタル施設内で区の資材なのか･委託業者の資材なのかの判断は･自分には出来なかった｡

数を確認する程度であった｡

●(毎年大量の石を購入したら･古い石等が余っているのではないか)

石は購入しているが､入れ替えた青い石が山凍みになっているということはない｡

●私は人間関係で悪くなったということはない｡ただし･忙しい時は･阿部主事が如あたったり

することはあった｡

●昨年7月5日に郵送で受け取ったのは､成田市からなので･むし企画である｡品物は苔だと患

う｡

●(ホタルの写真を見て)

これは鎌倉八幡宮からのだと患う｡このような感じで送られてくる｡

●(6月7日朝10時に｢花｣というものが郵送されているが･それは何か)
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●届いたホタルは八幡宮のホタルで間違いない｡

●八時宮のホタルは･たぶん向こうの方が持ってきたのだと患う｡送られてきたかどうかは･私に

はわからない｡届いたのが､その日の朝なのか前日なのかはわからない｡

●カップにつめたホタルは､向こうの方が車に積んで持って帰った｡

●カップに入れたホタルは､普通は建2匹･雌l匹で入れているが･最後の方になると数があわ

なくなってくるが､最低でも乱雌1匹づつ入れている｡

●伝票(送り状)は保管していない｡送付先も覚えていない｡送付物が苔なのに､伝票が花｣と

なっていることはわからない｡

本詞書は事情聴取の要旨である｡

以上､その内容に相違あほせん｡

平成J`年J月′7日

資源脚鰯管理係止ヱ滋巌｢､

総務部人事課長　　　　木曽博

稔務部人事課人事係長く書記)宮川修一

稔務部人事課人事係主査(専記)豊田岳彦
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